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埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
彩の国

埼玉県

県教育委員会では、令和５年度から県立高校学際的な学び推進事業を実施
する等、地域と連携した探究活動等を推進しています。
また、企業等と連携した教育プログラム等の提供や大学等で提供している
教育プログラム等の活用も推進しています。
高等学校及び特別支援学校において、教科での授業や探究活動等、外部機
関との連携を行う際に、本資料を御活用ください。
なお、本資料は随時更新します。
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Speciality 専門S

Area 地域A

Interaction 相互作用I

Tradition 伝統文化T

Analysis データ分析A

Materialization 実現化M

Attraction 魅力A

【Speciality】
各教科の学びの基礎的・基本的な知識及び技能について習得

【Area】
地域の人材・企業等の協力を得ながら，課題解決に向けて協働する活動を推進。教育
プログラム等の利用も推進。
【Interaction】
複数の教科・科目の知識だけでなく、埼玉県産業教育フェアやグローバルリーダー育成
プロジェクト、高等学校ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクール）等、様々な事業の相互な
影響力への期待
【Tradition】
地域の自然や文化財等への関心の向上や地域の伝統行事等への主体的な参加の推進

【Analysis】
DXも利用し、問い立てとデータ収集を通し、根拠に基づく解決アイデアを協働で導く
取組を推進

【Materialization】
地域の課題等に取り組んでいる民間企業や外部機関などの「本物」と連携し、生徒だけ
でなく、教員同士も学び合いながら、課題の発見・解決に向けて取り組む

【Attraction】
学際的な視点で未知の課題に挑戦して、そして創造的な未来を築いていく力をつけた高
校生が、最終的には埼玉県の魅力を創出

【県立高校学際的な学び推進事業】
課題とその解決策を提案できる人材を育成するために、探究活動及び教科
等横断的な学びに関する教育を研究し、県内に普及する。
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埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」



各学校が外部機関と連携して、教科における授業や総合的な探究の時間等を行う際
に、高校教育指導課の事業で連携している大学や企業の提供するプログラム等を活用
することができます。学校行事などを検討する際の参考にしてください。

１ 連携ガイドの活用方法

各学校

（例）・主権者教育について、専門家から話をしてほしい。
・授業の中で、企業の専門家から話をしてもらいたい
・企業の提供するプログラムを利用してみたい

(２)県が提供する企業・団体等の教育プログラム
各学校が企業や団体に直接連絡

①連絡時期：提供プログラムによって異なる。
②日程調整
③プログラム実施
④実施後、アンケートシステムで実施時期、生徒の感想、
教員の感想等を記入
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(1)主権者教育
申込方法、時期は、講座によって異なる

〇学校単位で申し込む場合

(３)大学が提供する出前授業等
（４）施設等が提供する出前授業等

各学校が実施先に直接連絡
連絡時期：提供プログラムによって異なる。

例 日本工業大学 出前授業



１ 連携ガイドの活用方法
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〇生徒個人で申し込む場合

高校教育指導課から提供するプログラムには、生徒個人で申し込むものもあります。
また、大学や企業が提供するプログラムには、個人で申し込むものもあります。
生徒に情報提供する際等に活用してください。

生徒

（例）・他の学校の生徒と一緒に企業のプログラムに
参加したい
・大学の研究室で研究してみたい

(１)探究型インターンシップ
県の申込フォームに生徒が直接申請
①申込時期：例年７月中旬
②プログラム実施
③感想などを高校教育指導課に提出
※詳細は、後日通知を発出予定

(2)大学が提供する研究プログラム
大学の申込フォームに、生徒が直接申請
①申込時期：提供プログラムによって異なる。
②プログラム実施（研究機関は１～２年）
※申請後、大学で選考が行われる。

(3)大学が提供する研究室見学やインターンシップ
大学の申込フォームに、生徒が直接申請
①申込時期：提供プログラムによって異なる。
②インターンシップ実施（１～３日）

〇以下のページも参照してください
※埼玉県理数教育のページ
理数や探究に係るイベント等を県教委で紹介しています。



詳細は
７ページへ

２ 学校単位で申し込むことのできるプログラム

（１）主権者教育等プログラム
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主権者教育においては、教科の内容に関係する専門家や関係諸機関等と円滑な連
携・協働を図り、社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したりする活動を
充実させることが求められております。
本資料も参考にしていただき、外部連携との連携についても、各学校の実情に応じ
て、適切に御活用ください。

税理士、税務署員が講師。税、財政の仕組み。源泉徴収の見方等

租税教室

埼玉県租税教育推進協議会

選挙管理委員会の職員が講師。ミニ講座や模擬投票

選挙啓発出前講座

埼玉県選挙管理委員会

各新聞社の新聞記者が講師。ジャーナリズムの本質、リテラシーの大切さ、
SNSの危険性などの講義。

新聞７社連携 「ニュース・リテラシー出前授業」

新聞７社連携事務局 （朝日、毎日、日経、産経、東京、埼玉、読売）

年金事務所の職員などが講師。適切な制度加入、保険料納付。

年金セミナー

日本年金機構 浦和地域別代表年金事務所

契約、相続、裁判員制度、模擬裁判体験、刑事手続の流れ、非行、犯罪の防止、
更生保護制度、法やルールの意義・役割、より良いルールの作り方等

法教育出前授業

法務局、検察庁、刑務所、少年院、少年鑑別所、保護観察所

詳細は
１１ページへ

詳細は
１２ページへ

詳細は
１４ページへ

詳細は
１５ページへ
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（１）主権者教育等プログラム

①租税教室    主催：埼玉県租税教育推進協議会

申込方法 各学校が、事務局に電話連絡もしくは申込書を提出
申込時期 開催希望日の２０日前まで
連絡先 最寄りの租税教育推進協議会事務局

（各税務署内の総務課 又は 税務広報広聴官）
※下記参照

講師の派遣（税務署職員、財務事務所職員、税理士など）に関する費用は、一切かかり
ません。

【申込】 ・電話
・FAX
租税教室開催申込書を送付
（申込書は様式自由、次ページの申込書の活用も可能）

●埼玉県租税教育推進協議会事務局 （浦和税務署 税務広報広聴官）
０４８－６００ー５４１３

●県内各税務署

東部
春日部税務署  ０４８（７３３）２１１１
越谷税務署  ０４８（９６５）８１１１

西部
川越税務署  ０４９（２３５）９４１１
所沢税務署  ０４（２９９３）９１１１
東松山税務署 ０４９３（２２）０９９０
朝霞税務署  ０４８（４６７）２２１１

南部
川口税務署  ０４８（２５２）５１４１
西川口税務署  ０４８（２５３）４０６１
浦和税務署  ０４８（６００）５４００
大宮税務署  ０４８（６４１）４９４５
上尾税務署  ０４８（７７０）１８００

北部
熊谷税務署  ０４８（５２１）２９０５
行田税務署  ０４８（５５６）２１２１
本庄税務署  ０４９５（２２）２１１１
秩父税務署  ０４９４（２２）４４３３

各税務署が事務局を務める「租税教育推進協議会」では、「財政及び租税の役割」、
「少子高齢社会における社会保障の充実・安定化」などに関する租税教室（出前授業）
の講師派遣を行っています。
「公共」科目の財政・租税分野での講師派遣を依頼することができます。
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（１）主権者教育等プログラム

①租税教室     主催：埼玉県租税教育推進協議会

令和７年度租税教室開催申込書

令和７年 月 日

申込者

学校名

担当教諭名
（ふりがな）

連絡先
（住所）

（電話） （ ）

開催希望日時

（現段階での希望を
お願いします。
今後、変更が出ま
したら、速やかに連
絡願います）

第１希望日

年 月 日（ ） 時 分～ 時 分

第２希望日

年 月 日（ ） 時 分～ 時 分

開催場所
（予定）

受講予定人員
（クラス数と人数の記
載をお願いします）

クラス数

人数 名

開催回数

（○印と回数の記載
をお願いします）

１ 全クラス合同 （ 回）

２ クラス毎 （ 回）

３ その他 （ 回）

内容等希望

連絡事項

参考
（設備の保有状況）
・ DVDデッキ 有 ・ 無 ・ ビデオデッキ 有 ・ 無
・ プロジェクター 有 ・ 無 ・ スクリーン 有 ・ 無
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（１）主権者教育等プログラム

①租税教室     主催：埼玉県租税教育推進協議会

開催に当たっては、事前に担当の先生方と「開催時間・場所・講義内容・使用教材」な
どの打合せを行います。
公共の授業以外にも、「キャリア教育」や卒業前の「巣立ち教室」としても活用できます。

文部科学省の事例集には、指
導計画の例もありますので、

活用してください。
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（１）主権者教育等プログラム

①租税教室     主催：埼玉県租税教育推進協議会

租税教室 活用例（県内高校）

「公共」の授業で活用

租税教室の一環として、ディベートを実施。

ディベートテーマ「来年度も生活者・事業者支援として、定額減税を中心とした対策を実施す
べきか」

テーマについて肯定派・否定派に分かれて討論。
単に自分の意見を主張するのではなく、割り当てられた立場の
正当性をアピールし、【立論→質問→作戦タイム→反駁→結論】
という流れで交互に主張。

審判員の生徒は、それぞれの主張を聞き、
どちらの主張に説得力があったかを判定する。
（途中、審判員は自分の感想や意見を発表）

最終的に、審判員の生徒３０名でジャッジ。

２年生の特別講義として活用

租税教室の一環として、体育館で講演会を実施。

税の大切さや種類について、社会人として必要な
税の知識をパワーポイントで講義。

社会の仕組みを学ぶ機会の一つとして利用。

専門家を活用した租税教室の実践事例は、こちらのページ
も御参照ください。」

〇税の学習コーナー
（国税局）https://www.nta.go.jp/taxes/kids/index.htm

https://www.nta.go.jp/taxes/kids/index.htm
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（１）主権者教育等プログラム

②選挙啓発出前講座   主催：埼玉県選挙管理委員会

申込方法 各学校が、選挙管理委員会に電話連絡もしくは申込書を提出
申込時期 開催希望日の１か月前まで
連絡先 埼玉県選挙管理委員会

電話  ０４８－８３０－２６９５ メール a2695@pref.saitama.lg.jp

出前講座の内容

出前講座の内容（約50分：標準例）
  1 選挙ミニ講座（約20分）
 主な内容

•選挙の意義
•各種選挙の制度 
•各種選挙の投票率の推移
•年代別投票率の状況
•選挙に要する経費
•選挙クイズ など

2 模擬投票（約30分）
 架空の市（町村）長選挙を題材にし、実物に即した選挙公報を配布し  
   た上で、実際と同じ投票用紙、投票記載台、投票箱を利用した投票を体
験してもらいます。

   開票作業も児童・生徒に体験してもらいます。
 <模擬投票の流れ＞

•模擬投票についての説明
•投票用紙に記入する際の注意
•選挙公報についての説明
•投票
•開票
•まとめ

詳細は、こちらのホーム
ページを御覧ください。

実施例
「●●高校校長選出選挙」
①選挙管理委員会による講義
「選挙の意義や種類、投票等」
②模擬候補者による公約発表
③生徒運営の選挙管理委員会のもと
模擬投票及び開票作業
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（１）主権者教育等プログラム

③新聞７社連携 「ニュース・リテラシー出前授業」

申込方法 高校教育指導課で取りまとめて調整
(申込については、令和７年度４月８日に通知)

申込時期 令和７年５月３０日
連絡先 高校教育指導課

「ニュース・リテラシー出前授業」について

（１） 希望校に、各新聞社から新聞記者らを講師として派遣し、ジャーナリズムの本質、
リテラシーの大切さ、ＳＮＳの危険性などについて講義することを通して、情報の
真偽を見極める力（ニュース・リテラシー）の育成を図る。

（２） １５～２０校程度の実施を想定。（希望多数の場合は抽選）
（３） 実施は原則１校につき１回。
（４） 費用無料
（５） 講師が派遣される新聞社を各学校が指名することはできない。担当する新聞社

から各学校へ連絡があるので、授業内容や実施時期等を調整すること。

【協力新聞社】
朝日新聞社 毎日新聞社 日経新聞社 産経新聞社 東京新聞 埼玉新聞社 読売新聞社

スケジュールのイメージ

５月３０日
 希望校申込期限  ➣ 新聞７社連携事務局に申込校を報告

６月末～７月
 実施校の決定（申込み多数の場合は 、 新聞７社連携事務局が抽選を行う）

 ➣ 申込みをした学校に対し、担当する新聞社から学校窓口（教頭）宛てに連絡

 ➣ 各学校の担当者（学年や教科担当等） と担当する新聞社で 、

 実施日時や授業内容等を調整
７月以降 出前授業 実施
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（１）主権者教育等プログラム

③新聞７社連携 「ニュース・リテラシー出前授業」

ニュース・リテラシー出前授業 活用例（県内高校）

ネット上の偽情報を見抜く力を育てる「ニュースリテラシー教育」

１年生３６０人を対象として、ネット情報の課題について講演を実施。
電気自動車を題材として、肯定的な意見を紹介した場合と否定的な
意見を紹介した場合で、生徒の考えがどのように変わるか、スライド
紹介や生徒の活動等を組み合わせた講演会となった。

１年生特別講演会で活用

自分は１つの情報を信じてしまう傾向があるので、複数の情報を見るようにしたい。

自分では、リテラシーの力があると思っていたが、そうでないことを実感した。
もっと勉強したい。

良い情報、言葉と出会う「情報リテラシー教育」

１年生280人を対象として、ネット情報の課題や新聞の製作過程につ
いて講演を実施。能登半島地震でも虚偽の情報がインターネット上に
流布されたことを紹介。新聞の製作過程を動画で示しながら、生（な
ま）の一次情報を取材して、何重ものチェックを経て世に出しているこ
となどを説明。

１年生特別講演会で活用

新聞の見出しやメリハリのことが印象に残った。ネットの記事は見出しと記事の中身が
違うことがよくある。これからは情報源を確認するようにしたい
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（１）主権者教育等プログラム

④年金セミナー 主催 日本年金機構 浦和地域別代表年金事務所

詳細は、令和７年１月27日付事務連絡「令和７年度における年金セミナー
開催について」を御参照ください。

申込方法 各学校が、事務局に電話連絡もしくは申込書を提出
申込時期 （仮）実施希望日の１～２か月前までを目安とする
連絡先 各年金事務所 ※下記参照

日本年金機構では、将来の被保険者・受給権者である若年層に対する適切な年金
知識の提供と理解の促進を目的として、教育機関（高等学校、大学、専門学校等）の
ご協力のもと、公的年金制度の周知活動（年金セミナー）を実施しています。
オンラインでの開催も可能です。

詳細は、こちらのホーム
ページを御覧ください。

年金セミナー出前授業 活用例（県内高校）

高校生向けの年金セミナー
年金事務所の方から、世代を超えて支え合う年金制度の仕組みや、国
民の50人に1人が利用している障害年金、学生納付特例制度等の説
明を実施。

3年生特別講演会で活用

名称 電話番号 管轄区域

浦和年金事務所 048-831-1638 さいたま市(桜・浦和・南・緑）、川口市、蕨
市、戸田市

大宮年金事務所 048-652-3399 さいたま市(西・北・大宮・見沼・中央)、鴻
巣市、上尾市、桶川市、北本市、北足立郡

熊谷年金事務所 048-522-5012 熊谷市、行田市、加須市、本庄市、羽生市、
深谷市、児玉郡、大里郡

川越年金事務所 049-242-2657 川越市、東松山市、朝霞市、志木市、和光
市、新座市、富士見市、坂戸市、鶴ヶ島市、
ふじみ野市、入間郡（所沢年金事務所管轄
内の地域を除く）、比企郡

所沢年金事務所 04-2998-0170 所沢市、飯能市、狭山市、入間市、日高市、
入間郡（三芳町）

春日部年金事務
所

048-737-7112 春日部市、さいたま市岩槻区、久喜市、蓮
田市、幸手市、白岡市、南埼玉郡、北葛飾
郡

越谷年金事務所 048-960-1190 越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市

秩父年金事務所 0494-27-6560 秩父市、秩父郡
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⑤法教育出前授業

申込方法 各学校が、事務局に直接申込(令和７年５月１日通知参照)

申込時期 授業希望日の約１か月前
連絡先 法務局、検察庁、刑務所、少年院、少年鑑別所、保護観察所
  ※内容により申込先が異なる。

契約、相続、裁判員制度、模擬裁判体験、刑事手続の流れ、非行、犯罪の防止、更生保
護制度、法やルールの意義・役割、より良いルールの作り方、個人の尊重、自由、平等
などをいった法の基礎を学びます。

法務省・検察庁では、各学校等からの要請に応じて職員を講師として派遣するなどし
て、児童、生徒等に対し、法教育の趣旨を取り入れ、司法の役割、刑罰や刑事裁判の意
義、刑事裁判のルール、裁判員制度等について説明する出前教室等を実施しているほ
か、各教育委員会等の主催による教員向けの研修に対しても、職員を講師等として派
遣するなどしています。

詳細は、こちらのホー
ムページを御覧くださ
い。

主な内容
・契約（約束）（買い物や物の貸し借りなど）
・相続手続の流れ

法務局

主な内容
・裁判員制度 ・模擬裁判体験
・刑事手続の流れ

検察庁

主な内容
・非行、犯罪の防止

刑務所，少年院，少年鑑別所

主な内容
・非行、犯罪の防止
・更生保護制度

保護観察所

・法やルールの意義・役割、より良いルールの作り方
・個人の尊重、自由、平等などといった法の基礎となって
いる基本的な価値

その他

公民や家庭科、総合的な探究の
時間等で活用できます。
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⑥ 国家公務員の高等学校への派遣事業

申込方法 各学校が、事務局に直接申込
（申込については、令和７年度12月16日に通知）

申込時期 令和８年１月16日

事務局 内閣官房内閣人事局

○内閣官房内閣人事局では、将来を担う高校生のキャリア形成支援を目的に、

希望校に対して、各府省等の国家公務員を派遣して講演等を行う事業を行

います。

○講演等は数校～10校程度を想定しております。

○講師の派遣に関する費用は、一切かかりません。

○開催に当たっては、事前に担当の先生方と「講演で取り扱ってほしいテーマ

や、講演形式、希望する府省庁、登壇者の区分 （事務系・技術系）」等の打合

せをさせていただきます。

実績は、こちらの
ホームページを
御覧ください。

○スケジュールイメージ

１月16日 申込期限
各高校から、別途指定するFormに申込み

２月～ 実施にあたっての調整（マッチング）
内閣人事局が、ご希望に沿った職員の派遣について、各府省等と調整
調整後、申込みいただいた学校に対し、内閣人事局から御連絡

３月～ 講演等内容の調整
実施時期や講演内容等について、各学校担当者と各府省等の派遣者で調整

令和８年度～ 国家公務員による講演等 実施

※従前は出身高等学校（母校）にのみ派遣。

○講演形式は、登壇のみならず、クラス単位や少人数座談会の形でも可能です。

※あくまで前年度までのご参考です。

○学科等を問わず、全ての高校を対象に募集しております。



（１）主権者教育等プログラム

⑥ 国家公務員の高等学校への派遣事業

実例を交えながらの講演は、生徒たちにも理解しやすい内容でした。
生徒たちの集中力もあまり途切れることなく興味関心を保って聴講
できたようです。将来に思いを馳せ、勉強に対する生徒たちのモチ
ベーションが上がりました。

仕事が幅広く、留学制度や海外での仕事もあることを知って興味が
わきました。

「夢」や「目標」を持って頑張りたいと思えました。進路選択にとって
貴重な機会となりました。

生徒からの感想

教員からの感想

内閣人事局「国の行政機関の組織図」（令和７年８月１日時点）を基に作成
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その他

公民科や家庭科などの教科の学習と関連付けて活用できるコンテンツは以下のよ
うに豊富に揃っています。事例集もありますので、積極的に御活用ください。

〇租税教育
・税の学習コーナー（国税局）
https://www.nta.go.jp/taxes/
kids/index.htm

〇法教育
・法教育に関する教材

https://www.moj.go.jp/housei/
shihouseido/houkyouiku_kyouzai.html

〇選挙啓発
・選挙啓発出前講座 
https://www.pref.saitama.lg.jp/
e1701/senkyo-demae.html 

〇金融教育
・知るぽると
http://www.shiruporuto.
jp/education/ 

〇年金関係
・年金セミナー
https://www.nenkin.go.jp/
service/learn/seminar.html

〇社会保障教育
・社会保障教育教材
https://www.mhlw.go.jp
/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya
/shakaihoshou/kyouiku/index.html

〇消費者教育

・社会への扉
https://www.caa.go.jp/policies/policy/
consumer_education/public_awareness
/teaching_material/material_010

〇主権者教育
・私たちが拓く日本の未来

https://www.soumu.go.jp/
senkyo/senkyo_s/news/senkyo/
senkyo_nenrei/01.html

授業の導入や応用、発展の場面での活用の参考にしていただき、各学校の生徒の実
態や学習目標に照らして、出前講座の利用も含めて積極的に活用してください。

この他にも文部科学省ホームページに各教科等に関係する教材や資料集等について
掲載されています。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/newcs/1394142.htm
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https://www.pref.saitama.lg.jp/e1701/senkyo-demae.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/e1701/senkyo-demae.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/e1701/senkyo-demae.html
http://www.shiruporuto.jp/education/
http://www.shiruporuto.jp/education/
http://www.shiruporuto.jp/education/
https://www.nenkin.go.jp/service/learn/seminar.html
https://www.nenkin.go.jp/service/learn/seminar.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/kyouiku/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/kyouiku/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/kyouiku/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/shakaihoshou/kyouiku/index.html
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/teaching_material/material_010
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/teaching_material/material_010
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/teaching_material/material_010
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/senkyo_nenrei/01.html
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/senkyo_nenrei/01.html
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https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/senkyo_nenrei/01.html
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詳細は、埼玉県教育委員会のページを御参照ください。
URL：https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html

各学校が企業や団体に直接連絡

①連絡時期：提供プログラムによって異なる。
②日程調整
③プログラム実施
④実施後、以下のアンケートシステムで回答
実施時期、生徒の感想、教員の感想を記入

（２） 県が提供する企業・団体等の教育プログラム
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２ 学校単位で申し込むことのできるプログラム

https://forms.office.com/r/qgqe8892Vj

スマートフォンでも回答可

アンケート項目
① 学校名
② 活用プログラム名
③ 実施日
④ 実施学年（年次）
⑤ 対象生徒数
⑥ 担当教員名
⑦ 生徒の感想（箇条書き）
⑧ 担当者の感想（箇条書き）
 ※感想は、当課の報告書等に活用することがあります。

最新版を掲載しています。
P.19以降でリンク切れ等が
あった場合には、こちらを御覧
ください。

アンケートシステム

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-kyouikupro.html
https://forms.office.com/r/qgqe8892Vj


（2） 県が提供する企業・団体等の教育プログラム

教育プログラム カテゴリー

① 探究学習全般
探究の導入部分などを学ぶ

② 国際理解
文化の多様性を研究

③ コミュニケーション力向上
プレゼン力を鍛える

④ 言語力向上
表現方法を研究

⑤ 就職体験・ビジネスチャレンジ
ビジネスについて学ぶ

⑥ 経営者に聞く
起業家精神の向上など

⑦ 職種・業界を学ぶ
企業の現場を体験する

⑧ 金融教育・消費者教育
経済や金融を学ぶ

⑨ 人生設計・ライフスタイル
これからの人生を考える

⑩ 健康・栄養
心身の健康について学ぶ

⑪ SDGs
SDGsの基礎を学ぶ

20

２ 学校単位で申し込むことのできるプログラム

詳細は 21ページへ 詳細は ２2ページへ

詳細は 23ページへ 詳細は 24ページへ

詳細は 25ページへ 詳細は 26ページへ

詳細は 27ページへ 詳細は 28ページへ

詳細は 33ページへ 詳細は 34ページへ

詳細は 35ページへ
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① 探究学習全般 ～探究の導入部分などを学ぶ～

○所要時間 ５０分×２～３コマ
○ゲームやワークを通して、楽しみ
  ながら夢を発見し、 クラス全員で
  発表し合うワークショップ型の授業
○ポイント
「夢発見プログラム」で楽しみな

  がら、アイスブレイクから自分自身
  の夢を発表する。

ワクワクゆめ教室～クラスのチーム力で夢発見
＆夢発表

一般社団法人 日本ゆめ教育協会

○所要時間 ５０分×１０コマ
○探究活動の実施にあたり、段階的
  に基礎固めをする
○ポイント
「一生使える探究のコツ～入門編～」

 を用い、自ら問いや課題を設定する
 探究活動に臨むための前段階まで
 を段階的にサポートする。

一生使える探究のコツ

株式会社 トモノカイ

○所要時間 ５０分×５コマ以上
                （要相談）
○社会課題の発見から分析、解決
   までのプロセスを学ぶ。
○ポイント
目の前にある社会課題を見つけ

 て、解決までのプロセスを考える
  ための講座を展開する。

探してみよう！半径５ｍの社会課題

Japan Education Lab

21

埼玉県マスコット「コバトン」

○所要時間 ５０分×2コマ
                （１コマ短縮版もあり）
○財政についての座学を行った後、
予算編成シミュレーションなどのグ
ループワークを行う。実現したい社
会のテーマとそのために必要な予算
案を発表する。
○ポイント
どのように自治体の予算が決まって
行くのか、学ぶことができる。

財政教育プログラム

関東財務局

○所要時間 ５０分×4コマ
○「価値観カード」を活用し、自己・
  他者理解を深めるプログラム
○ポイント
自分自身の大事にしている価値観
に気づくことで自己理解を促し、クラ
スメイトとの対話を通して他者理解を
促進するプログラムとなっている。
授業以外の校外行事等でも活用可能。

MY PURPOSE -First- （マイパーパス
ファースト）

株式会社 教育と探求社

○所要時間 50分×3コマ (発表含む場合4コマ)
○課題解決のその先、「価値創造」 の視点で地域を探究
○ポイント
生徒が地域の取り組みを調査し新
企画を提案することで「価値創造型思
考」を育む。グループワーク中心のプロ
グラムで生徒の自主性を高め、短期間
で探究学習の一連の流れを体験できる。
地域との協働プロジェクトに発展する可
能性も。授業動画・ワークシート・指導案
等を無償提供。

リジェネラティブ・クエスト〜未来につながる地域
の取り組みを探究する高校用地域探究教材〜

一般社団法人Earth Company
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② 国際理解 ～文化の多様性を研究～

○所要時間 ５０分×４～６コマ
○多言語で自外国語の壁をなくし、
地域社会や海外にチャレンジする
意欲を育てる。
○ポイント
英語のみならず韓国語、中国語、
フランス語、ロシア語など21言語
に耳から触れ、楽しめる。

未来をひらく多言語プログラム「世界のことば
で話そう！」

一般財団法人言語交流研究所・ヒッポファミ
リークラブ

○所要時間 ５０分×２コマから
○ダンス等の表現を通じて、世界の
文化の多様性を体感する

○ポイント
世界の各地のダンス(アフリカ/ヨー
ロッパ/アジア/アメリカ等)の体験、
創作を行い、チームワーク等も高め
あう。

表現を通じて学ぶ、異文化理解・多様性「世界の
ダンス教室」

ＮＰＯ法人コモンビート

○所要時間 ５０分×２コマ
○異文化への関心を高め、理解を深
めていく。国際的な 課題に対する
理解や文化多様性等を学ぶ。
○ポイント
留学体験者を講師にしたプレゼン
テーションやワークショップ型の授
業を行う。また、社会人帰国生によ
る講演等も行うことができる。

AFS国際理解教育出前授業 ～異文化を学ぼ
う～」

公益財団法人AFS日本協会

○所要時間 出張授業 ５０～120分
 学習訪問 60～ 90分
○国際的な課題を「自分事」として捉
え、主体的に向き合う人材を育成。
○ポイント
出張授業では授業や全校行事に講
師を派遣。ワークショップも可能。
学習訪問では、校外行事での活用
が可能。

出張授業／学習訪問

特定非営利活動法人 国連UNHCR協会

○所要時間 ５０分×１コマ
○社会貢献について国際社会でも
通用する柔軟で幅広い考え方を
鍛える。

○ポイント
社会貢献に関するクイズから始ま
り、これまでの経験を振り返りな
がら、社会貢献について学ぶ。

社会に貢献するワークショップ：社会課題を知
り、自身の関心を知る

特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング
協会
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

③ コミュニケーション力向上 ～プレゼン力を鍛える～

○所要時間 ５０分×２コマ
○チームで最適解を求め論理的に
話し合い、合意形成をとること
の重要性を知る。

○ポイント
「漂流を脱出する」という題材の
ため、ゲーム感覚で楽しみながら
学ぶことができる。

チームコンセンサス・ワークショップ

NPO法人16歳の仕事塾

○所要時間 夏季休業中 １日終日
○プレゼンテーションの基礎を学び、
チームビルディング・ワークショップ
も体験。
○ポイント
チームビルディングに必要な社会
人や大学生向けの「プレゼンテー
ション基礎」を学ぶことができる。

夏休み・プレゼンテーションプログラム

NPO法人16歳の仕事塾

○所要時間 ５０分×２コマ
○互いにほめるなどしながら、
自己肯定感と自信を育むことで
の自殺といじめの予防授業
○ポイント
ワークショップでの体験型「命を
大切にする」授業。道徳や保健で
の活用が多い。

自己肯定感を高め、自分と他者が大切になる授
業

特定非営利活動法人日本ピーススマイル協会

○所要時間 5０分×2コマ
○社会にでることを考え、人生１００
歳の設計のきっかけとする。
○ポイント
パネルディスカッション形式で行い、
パネリストになる高校生とは面談を
しながら、全体講演につなげる。

生徒参加のパネルディスカッション

一般社団法人ディレクトフォース

○所要時間 ５０分×４コマ以上
○今後の自分の将来で使う、伝え
方について、きっかけを生む。
○ポイント
「伝える意味」「伝える材料」「スト
ーリー」「喋り方を考える」という
流れでプログラムを進める。

人を惹きつける伝えかた

Japan Education Lab

○所要時間 50分×１コマ
○プログラムを通して、コミュニケー
ション能力の向上を図るともに、
キャリア形成の機会とする。
○ポイント
対話型のワークショップを行い、
職場での事例紹介やコミュニケ
ーションスキルについてのケー
ススタディ、ロールプレイ等を行う。

学校生活を楽しくするコミュニケーションスキ
ル

Smile hair
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

④ 言語力向上 ～表現方法を研究～

○所要時間 ５０分×10コマ
○メディア制作を体験し、メディア
  を通じて情報がどのように伝え
  られるかを理解する。
○ポイント
チームで、取材や記事作成を行う。
英文による情報発信を経験し、
ライティングへのモチベーション
も高める。

英字新聞制作プロジェクト

一般社団法人グローバル教育情報センター

○所要時間 50分×1コマ
○日本語・漢字の持つ特性や歴史に
ついて理解を深め、魅力を実感。
○ポイント
解説・クイズを通して考える。
また、スマートフォンでの変換ミス
やRPGゲームなど、生徒の興味を
引くテーマやクイズの出題など、
参加型の時間をとる。

社会で求められるコミュニケーション力と漢字
の重要性

公益財団法人 日本漢字能力検定協会

○所要時間 ５０分×１コマ
○論理的文章作成力の基礎をクイ
ズやワークを通じて学ぶ。
○ポイント
社会に出るまでに身につけたい
文章力の基礎を学び、その後の学
習につなげる。プログラムは社会
人の視点を多く入れてあるため、
キャリア教育に活用することも可能。

～社会に出てからも活用できる～ 伝わる文章
作成の“コツ”

公益財団法人 日本漢字能力検定協会

○所要時間 5０分×１コマ以上
○自分のことを表現することの延長
にプレゼンテーションを置いて、自
然にプレゼン技法を学ぶ。
○ポイント
自分の性質に近いワードを沢山見
つけて、それを繋ぎ合わせることで
自分を表現することを目指す。

自分のオリジナルキャッチコピーを創ろう

Japan Education Lab

○所要時間 ５０分×４コマ
○英語を用いながら、スパゲッティ
タワーを製作する作業を通じ、構
造物に関する知識を増やし、英語
コミュニケーション力等も習得。
○ポイント
英語を用いた教科横断型の授業
を展開できる。論理的思考力の
基礎を獲得できる。

英語で鍛える論理力思考力 -スパゲッティでタ
ワー製作

株式会社 STEAM ENGLISH
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑤ 就職体験・ビジネスチャレンジ ～ビジネスについて学ぶ～

○所要時間 ５０分×2コマ
○社会人基礎力（前に踏み出す力、
考え抜く力、チームで働く力）を理
解する。
○ポイント
座学、自己診断、紙タワー等を使っ
たグループワークを通して、楽しみ
ながら社会人基礎力を学ぶ。

社会人基礎力ワークショップ

NPO法人16歳の仕事塾

○所要時間
企画から販売まで約４か月
○埼玉県の生徒の斬新な発想・アイ
デアを活かした商品開発・販売。
○ポイント
商品企画・商品仕様・パッケージ作
成・店頭販売までを体験
※本プログラムは高校教育指導課で調整します。

埼玉県の生徒とタイアップした商品開発

株式会社ローソン

○所要時間 ５０分×1～2コマ
○接客について考え、レジ操作と
接客体験を行う。
○ポイント
接客業で必要な挨拶や言葉遣い
の練習、就労への可能性を広げる。

※本プログラムは特別支援学校高等部が対象となります。

就労支援研修（接客業体験）

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン

○所要時間 5０分×２コマ
○講義、ワークショップを通し、これ
からの時代を生きていくために起
業家精神と起業家的資質・能力の
育成をする。
○ポイント
起業家、イノベーションについて、
講義やワークショップを行う。

Nomuraビジネス・チャレンジ

野村ホールディングス株式会社

○所要時間 ５０分×１～２コマ
○ホテルの現状、仕事について学び、
ホテルで働くための考えをまとめる。

○ポイント
ホテルの支配人から、ホテルの仕事
について聞くことができる。高校生
によるプレゼンの時間もある。

ホテルの仕事について学ぼう

ホテルブリランテ武蔵野

○所要時間 ５０分×1～2コマ
○働くことの意義や、関連する法律
について学ぶ。
○ポイント
冊子「働くときの基礎知識」を用い
て、入社前に確認しておくことなど、
社会人になる上で、必要な知識を
修得できる。

働くときの基礎知識

埼玉県社会保険労務士会
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑥ 経営者に聞く ～起業家精神の向上など～

○所要時間 ５０分×2コマ
○職業人から仕事や働くことにつ
いて話を聞き、将来を考えるヒン
トをつかむ
○ポイント
職業人とファシリテーターの2人が
ペアとなって進行し、生徒が職業人
にインタビューする。

職業人へのインタビューワークショップ

NPO法人16歳の仕事塾

○所要時間 ５０分×2コマ
○埼玉県出身の経営者との意見交換
等を通じて、次代を担う高校生に
エールを送る
○ポイント
経営者から、創業時の思い出、経営
理念、エピソード、成果を出し続ける
工夫等を学ぶことができる。
ぶ。

企業経営者との意見交換

株式会社アドバンスサービス

○所要時間 ５０分×1～２コマ
○現役社長、または人事部長との意
見交換等を通じて、次代を担う高
校生にエールを送る。
○ポイント
企業理念やホスピタリティーを重
視した企業の現場が実践している
社員教育などを学ぶ

現役社長、または人事部長から学ぶ「おもしろ
い人生の描き方」

ＣＳリレーションズ株式会社

○所要時間 5０分×１コマ
○経営者との意見交換等を通じて、
次代を担う高校生にエールを送る。
○ポイント
社会に出るとことの意味を学び、経
営者と将来の環境変化について意
見交換を行う。

企業経営者との意見交換

一般社団法人ディレクトフォース

○所要時間 ５０分×２コマ
○難病、障がいをもつ女性が、起業
家となり、社会に貢献するまでの
ストーリーをもとに、多様性のある
社会について、考えを深める。
○ポイント
最初の闘病生活から社会復帰まで、
気づきについて学ぶ。

難病～障がい～子育て～起業】数々の困難を乗り越え、今を生
きる。自分らしく笑って生きる為に大切なものとは？

株式会社LUYL

○所要時間 ５０分×１～２コマ
○ハンディキャップを抱えながら起
業することの苦悩と喜び、そして
多様性のある社会について、考えを
深める
○ポイント
障がい当事者が起業する選択に
至った経緯を知る。

【DIVERCITY&INCLUSION な働き方についてを学ぶ】
母であり、難病、障害を持つ女性起業家としての視点で語る

株式会社LUYL

○所要時間 ５０分×2コマ
○共生社会の実現について、障がい
当事者と未来世代が語る。
○ポイント
「障がい」「心のバリアフリー」等、
日本における福祉の社会課題に
ついて学ぶ。

共生社会の実現に向けて、当事者でもある女性起業家と
のトークディスカッション&ワークショップ

株式会社LUYL
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑦ 職種・業界を学ぶ ～企業の現場を体験する～

○所要時間 ５０分×2コマ
○正社員とフリーターを比較し、年
収や仕事内容、社会保険などの違
いについて学ぶ
○ポイント
グループワークで社会の変化や仕
事の変化を理解する。データを使い、
フリーターと正社員の違いを学ぶ。

勤労観・職業観ワークショップ

NPO法人16歳の仕事塾

○所要時間 ５０分×2コマ
○建設に関する座学と施設見学を通
して、ものづくり、建設業への興味・
関心を高めてもらう。
○ポイント
建設の仕組み、社会の中で建設業
が果たす役割を学んだ後、実験施
設などを見学し、技術を体感。

シミズ・オープン・アカデミー 「テクニカルツ
アー」

清水建設 株式会社

○所要時間 5０分×１コマ
○福祉・介護の仕事の魅力を知るこ
とで、福祉に対する興味・関心を
高める。
○ポイント
福祉の仕事に関する概要説明、若手
介護職員の話、介護体験など、学校
の要望により対応。

出張介護授業

社会福祉法人 埼玉県社会福祉協議会

○所要時間 ５０分×１コマ
○サイバーセキュリティやシステム
開発とそれらの仕事について知り、
自身のキャリア選択の一助とする
○ポイント
仕事ファイルシリーズを通じ、サイ
バーセキュリティやシステム開発に
かかわる仕事について知る

身近なサイバーセキュリティやシステム開発と
関連する仕事の紹介、将来について考える

株式会社ラック

○所要時間 ５０分×２コマ以上
○で今後も活躍が期待される薬剤
師の仕事を学ぶとともに、医薬品
や医療について理解する。
○ポイント
薬剤師による講義や、薬剤師体験
医療体験（問診体験・カルテ作成等）
組み合わせることも可能。

Wow!×キッズ～マツキヨココカラ医療体験プ
ロジェクト～

株式会社MCCマネジメント(マツキヨココカラ＆カ
ンパニーグループ)
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑧ 金融教育・消費者教育 ～経済や金融を学ぶ～

○所要時間 ５０分×2コマ
○将来のライフプランを考え、その
実現に向けて準備することの重
要性を知る。

○ポイント
アクティブラーニングを通して、
卒業後社会に出たときに必要と
なる生活設計や資産形成の基礎
知識を学ぶことができる。（高校生向けプログラム）

自分の将来とお金の話

野村ホールディングス株式会社

○所要時間 ５０分×2コマ
○投資の本質を知ることで、社会の
しくみを理解し自分自身の将来と
社会との関わりを考える。
○ポイント
投資が社会に果たす役割を、グルー
プ学習を通して学ぶ。投資家の立場
を体験することで、情報活用能力等
を育成する。（中学生向けのプログラム）

投資って何？

野村ホールディングス株式会社

○所要時間 ５０分×２コマ
○メディアリテラシーを切り口とし
た不当表示広告等の消費者問題
について学習する。
○ポイント
消費生活課の職員等による講義
を行う。不当表示広告等、生徒か
ら提出された調査票を県も共有
し、行政指導等の徹底に努める。

高校生と連携した消費者問題学習・防止プロ
ジェクト

埼玉県県民生活部消費生活課等

○所要時間 ５０分×１～２コマ
○若者が巻き込まれやすい消費者
トラブルとその対策等、「自立した
消費者」になるために必要な知識
を習得してもらう。
○ポイント
中学生や高校生等の生徒・学生だけ
でなく、保護者や教職員を対象とす
ることも可能。

１８歳成人に備えて学ぶ消費者教育講座

埼玉県県民生活部 埼玉県消費生活支援センター
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○所要時間 ５０分×１コマ～
○創業、起業を選択肢のひとつに加
え、将来の仕事選びの幅を広げて
もらうことを目指す。
○ポイント
「働くとは」「創業、起業とは」「準
備、心がまえ」について、ワーク
ショップ等を行う。
※実施場所や実施時期も応相談

金融経済教育「むさしの未来アカデミー」
スタートアップ編

株式会社武蔵野銀行

○所要時間 ５０分×1コマ～
○大人としての金融知識を身に付け
てもらうことを目指す。
○ポイント
「使う」「貯める、増やす」「備える」
「借りる」について説明し、金融経
済教育の補完を行うことができる。
※キャリア教育の一環としての活用
も可能

金融経済教育「むさしの未来アカデミー」
ライフプラン編

株式会社武蔵野銀行



（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑧ 金融教育・消費者教育 ～経済や金融を学ぶ～

○所要時間 ５０分×2コマ
○幅広い金融知識やノウハウを社
員が講師となり、クイズやワーク等
を通して、自立した消費者育成を
目指す。
○ポイント
公共、家庭科、総合的な探究の時
間、進路指導等で活用されている。

自立した消費者となるために ～いま知ってお
きたいお金の話～

株式会社クレディセゾン

○所要時間 ５０分×１コマ
○成年になることにより気を付けて
ほしいトラブルの事例や、対処方法
について学ぶ
○ポイント
お金を使う際の収入と支出のバラ
ンスや生活におけるリスク管理、契
約に関わるトラブルやクーリング
オフといった対処策等を学ぶ。

「成年」になるということ

公益財団法人生命保険文化センター

○所要時間 ５０分×1コマ(応相談)
○ニュースを取り上げ、その出来
事が生活にも影響していること
を理解する
○ポイント
基礎的な金融知識の習得に加え
て、世の中の経済情勢と生活との
関連性等、金融経済に関してより
広い視野を養うことができる。

ＮＥＷＳと私と資産運用 ～風が吹けば桶屋が
儲かる？～

株式会社埼玉りそな銀行

○所要時間 5０分×１コマ(応相談)
○計画的に資産を形成しライフプラ
ンを実現することで、充実した生活
を送る力を養うことを目指す
○ポイント
基礎的な金融知識の習得に加え、
よりリアルなライフプラン設計を学
ぶことで、活かせる金融経済知識
を習得できる。

未来を形にする資産運用～自分らしいライフプ
ランを立てる

株式会社埼玉りそな銀行

○所要時間 ５０分×１～2コマ
○金融犯罪や消費者被害に巻き込
 まれない為に、犯罪や被害の傾向
や金融に関する
○ポイント
埼玉県警察本部と埼玉りそな銀行
からそれぞれ講師を派遣し、授業
を行う。

警察×銀行！ ～悪質商法・金融犯罪被害から
身を守るために～

埼玉県警察本部 ・ 株式会社埼玉りそな銀行
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（2） 県が提供する企業・団体等が提供する教育プログラム

⑧ 金融教育・消費者教育 ～経済や金融を学ぶ～

○所要時間 ５０分×2コマ
○高校生に限られた収入の中で支
出のバランスをゲームをしながら
学んでもらいながら、自分の理想
のお金の使い方を想像する。
○ポイント
ゲームから気付いたことをグルー
プで共有し、最後にファイナンシャ
ルプランナーが解説を行う。

ゲームを使ったお金の授業「Money Poker」

セゾン投信株式会社 × 合同会社FPal

○所要時間 ５０分×1～2コマ
○ライフプランと資産形成、金融トラ
ブル等について、学ぶ。生活設計に
合わせて金融商品を適切に利用選
択する知識・判断力を育成。
○ポイント
中学生や高校生等の生徒・学生だけ
でなく、保護者や教職員を対象とす
ることも可能。

金融経済教育

財務省関東財務局

○所要時間 ５０分×1コマ
○マネートラブルから身を守る知識、
お金との上手な付き合い方、奨学金
等の知識を習得。
○ポイント
「18歳までに知っておこう」をテ
ーマとしているため、中学生や特
別支援学校も対象としている。

新・大人社会へのパスポート〈ろうきん金融教育
サポートプログラム〉

中央労働金庫

○所要時間 5０分×１コマ
○楽しみながら自然と金融教育を学ぶ。
また、保護者へ向けた情報も発信。
○ポイント
特別支援学校（主に知的障がいの
高等部）に通う生徒たちが社会に
出る前に、必要なお金の管理方法
や消費者トラブル未然防止の基礎
知識を身に付けられる教材。

【特別支援学校向け】新・大人社会へのパスポー
ト〈ろうきん金融教育サポートプログラム〉

中央労働金庫
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○所要時間 ５０分×１～２コマ
○人生を経営する視点から、理想の
人生を実現するための方法を学び、
その手段として金融経済について
学習します。
○ポイント
授業前に担当者との打ち合わせを行
い、授業の形式など、学校の要望に
合わせた授業が可能。

金融経済教育出張授業・研修

アクサ生命保険株式会社
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⑧ 金融教育・消費者教育 ～経済や金融を学ぶ～

○所要時間 ５０分×１コマ
○①『生活設計・家計管理』②『ロー
ン・クレジット』③『金融トラブル』
④『見て学ぶ動画教材』⑤『資産
運用』のプログラム。
○ポイント
①～⑤を組み合わせることも可能。
保護者や教員向けにも活用可能。
キャリア教育でも活用可能。（応相談）

SMBCグループ金融経済教育

ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス株式会社

○所要時間 ５０分×1～5コマ
○消費者として知っておくべきお金
 の知識を体系的に学び、金融リテ
ラシー検定合格を目指す。

○ポイント
プログラムは全５章構成だが、要望
に応じ抜粋や組み合わせも可能。
保護者や教員向けにも活用可能。

「ここ、必ず人生に出ます。」金融リテラシー検定
合格プログラム

ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス株式会社

○所要時間 ５０分×1コマ
○ゲーム攻略を目指す中で経験し
たお金にまつわる成功体験・失敗
体験が現実世界での金融リテラシ
ーの向上につながる。
○ポイント
現実に起こりうるお金に関する出
来事をゲームの中で疑似体験。
小学生高学年以上も可能。

～ゲームで学ぶ～クエスト・オブ・ファイナンス
－勇者の武器はお金の知識－

ＳＭＢＣコンシューマーファイナンス株式会社
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○所要時間 ５０分×２コマ
○教科書に出てくる経済事象に関
するニュースを聞き、業種の異な
る３社の株式を売買することで、
様々な要因が株価に影響を与える
ことを学ぶ。
○ポイント
ボードゲームを通じて、グループ
学習を進める。

スクールマネ部！授業支援プログラム
～ボードゲーム【ブルサ】

東京証券取引所

○所要時間 5０分×１～２コマ
○経済や金融の仕組み、証券市場を
理解し、自ら選択する力を養うことを
目指す。
○ポイント
「株式会社の仕組みと証券市場」や
「社会や経済の動きと株価」について
ロールプレイを交えた授業を展開。

スクールマネ部！ 授業支援プログラム
～シェア先生の経済教室～

東京証券取引所
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⑧ 金融教育・消費者教育 ～経済や金融を学ぶ～
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○所要時間 ５０分×5コマ
○お金に関する人生ゲームを通し
て、お金を何に使うかを考える。
○ポイント
ゲームを通して体験的に学び、

「買う」「貯める」「増やす」「譲る」と
いう４つの選択肢を手がかりに「自
分のお金の使い方」を考えていくプロ
グラムとなっている。

金融経済教育「お金の力-CHOICE-」「お金の
力-CHOICE-Digital」

三菱UFJモルガン・スタンレー証券
教育と探求社

○所要時間 ５０分×１コマ
○人間と社会の「支え合う社会」に
ついて考える際に、それぞれの価
値観と特性に基づいた社会に貢献
できることを学ぶ
○ポイント
模造紙幣を使って、寄付について
学ぶ。小学校高学年から活用でき
る。

社会に貢献するワークショップ「寄付の教室：
模擬紙幣を使って自身で考え、寄付先を選ぶ」

特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング協会

○所要時間 ５０分×２コマ
○お金の使い方が自分自身や社
会に与える影響を疑似体験する
ことを通じて、金融教育への関心
と意欲を高める
○ポイント
カードゲームを通じて、自分のウエ
ルビーイングの向上とお金の使い
方の関係性を疑似体験する

「fromMe：カードゲームで自身のお金の使い
方とウェルビーイングを考える

特定非営利活動法人 日本ファンドレイジング協会

○所要時間 5０分×１コマ
○「金融経済教育」 について、「損害
保険」分野のリテラシー向上を支援
○ポイント
何気ない日常に潜むリスクを理解
し、有効な対処方法の一つに損害
保険があることを知ってもらう。

高校生向け「損保版金融リテラシー教育の出前
授業」

三井住友海上火災保険株式会社

○所要時間 ５０分×１～2コマ
○契約締結やローンの利用、貯蓄や
投資まで広く学ぶことができる。

○ポイント
日本貸金業協会や埼玉県警察本部、

金融機関等、「埼玉県金融リテラシー
向上パートナー」による出前講座を行
う。１コマで複数の講師の選択も可能。

複数の専門家が登壇！金融トラブル＆資産形成を
学ぶ～埼玉県金融リテラシー向上パートナー～

埼玉県産業労働部金融課
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⑨ 人生設計・ライフスタイル ～これからの人生を考える～

○所要時間 ５０分×1コマ
○妊娠や不妊についての正しい知
  識を身に付けてもらい、ライフデ
 ザインを描くきっかけとする。
○ポイント
生徒の性感染症や予期せぬ妊娠
の予防。また、不妊に関する正し
い知識を身に付ける。

妊娠・不妊に関する出前講座

埼玉県保健医療部健康長寿課

○所要時間 ５０分×1～2コマ
○結婚・子ども誕生などのライフイ
 ベント、病気・ケガなどのリスク、イン
 ターネットの架空請求詐欺などの消
 費者被害事例を疑似体験
○ポイント
ゲームを通じて、お金の大切さや
将来に備えることの重要性を体感

ゲームで学ぶ！ライフイベント・リスク・消費者被害
「ライフサイクルゲームⅢ～生涯設計のススメ～」

第一生命保険株式会社

○所要時間 ５０分×1コマ
○将来のライフイベントでかかるお
 金をクイズ形式で考えるとともに、
  社会保険や預貯金・民間保険につ
  いて学ぶ
○ポイント
「家庭科」や「総合的な探究の時間」
等の授業内で実施も可能。

生活設計とリスクへの備え

公益財団法人生命保険文化センター

○所要時間 5０分×１コマ
○イラストを使った事例を用いて、
実際にリスクが起きた場面を想像
しながら、どんな備えが必要か自ら
の考えをまとめる
○ポイント
「家庭科」や「総合的な探究の時間」
等の授業内で実施も可能。

事例から考えるリスクマネジメント

公益財団法人生命保険文化センター

○所要時間 ５０分×１コマ
○日本の少子高齢化の現状を理解
するとともに、社会保障制度の概
要について学ぶ
○ポイント
「社会科・公民科」や「総合的な探
究の時間」」等の授業内の実施も
可能。

自助・共助・公助について考えよう

公益財団法人生命保険文化センター

○所要時間 ５０分×1コマ
○生命保険の仕組みや契約時にお
ける注意点等を詳しく解説
○ポイント
生命保険の契約内容の基礎知識
等の比重が高いため、主に卒業を
控えた段階で社会人としての基礎
的素養を学ぶことを目的とする

ほけんのキホン for Beginners

公益財団法人生命保険文化センター

33
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⑩ 健康・栄養 ～心身の健康について学ぶ～

○所要時間 ５０分×1コマ
○「食物の風味」「衛生観念」「環境」
「骨と栄養」について、「牛乳」 を通し
て身近な気付きから展開し、 内容を
掘り下げて学ぶ
○ポイント
食生活や生活習慣の振り返り、今
出来ることを考えるきっかけとする

わくわくどきどきミルク教室（食育活動）

一般社団法人日本乳業協会

○所要時間 ５０分×1コマ
○トップアスリートの実例を見なが
ら、いつ、何をどれくらい食べるか
どのように実行するか一緒に考え
る。
○ポイント
競技、練習内容、体調、または自分
の課題と栄養の働きには関係が
あることを学ぶ

食べるから強くなる！高校生アスリートの食
事！

株式会社明治

○所要時間 5０分×１コマ
○自分の食事を振り返り、一緒に考
えることで未来の自分を作るため
にできることは何かを見つける
○ポイント
将来「健康美」を叶えるための知識
を学ぶ。毎日の「バランスの良い食
事」等を学びます。

女性のための「明日の健康美」を叶える食事

株式会社明治

○所要時間 ５０分×１コマ
○水分不足によって体がどのよう
な状態になるかを学び、日常生活
や運動時の上手な水分補給のコツ
について知る
○ポイント
熱中症などを防ぐために、知って
おきたい水分の知識を学ぶ。

見直そう！水分補給

株式会社明治

○所要時間 ５０分×１コマ
○生徒自身や生徒のご家族などの健
康に対しても興味を持つ機会とな
ることを目的。
○ポイント
体験を重視し、楽しみながら
学んでいく。
例：３Dプリンタを用いたリハビリ、
障害体験、リハビリの仕事等

心と体のリハビリテーション（作業療法）を体験
しよう～AIやロボットに奪われない国家資格～

一般社団法人 埼玉県作業療法士会
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⑪ SDGs ～SDGｓの基礎を学ぶ～

○所要時間 45～60分×1コマ
○ユニクロ・ジーユーによる「全商
品リサイクル活動」を、教育機関向
けに拡大した学習支援プログラム
○ポイント
子ども服の回収活動により、「自
分にもできる社会貢献活動があ
る」と気付き、自ら行動する機会
とする。 ※募集期間は毎年1～4月となります。

“届けよう、服のチカラ”プロジェクト

株式会社ファーストリテイリング（ユニクロ・ジーユー）

○所要時間 応相談
○地域課題を理解し、SDGsのための
観光誘致アイディア出しから成果物
までのデザインを継続的に行う
○ポイント
SDGｓの理解から春日部市内の
フィールドワーク等も行う

※春日部市内の高校限定のプログラム

首都圏外郭放水路を軸とした春日部市観光誘
致アイディア募集

東武トップツアーズ株式会社

○所要時間 ５０分×1～２コマ
○高校生に対し、ＳＤＧｓの基本を
レクチャー、各自が考え発表する
ことで理解を深める。
○ポイント
生徒がSDGｓに関心を持ち、身
近な取り組みについて学ぶ。
例 地域の発展のため何ができる

かを考える。

未来の大人へのＳＤＧｓの基本

三井住友海上火災保険株式会社

○所要時間 50分×2コマ～
○埼玉県版SDGｓボードゲームを
用い、楽しくSDGｓについて学ぶ

○ポイント
講義とグループワークを通して、県
内企業等によるＳＤＧｓの取組事例
を学び、SDGｓについて学ぶ。

むさしの未来アカデミー「SDGｓ編」

株式会社武蔵野銀行
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その他、県民生活部県民広聴課の
提供する「県政出前講座」も参考に
してください。

埼玉県のSDGsに関する取組は、
ホームページや埼玉県提供SDGsアプリ
「S3（エスキューブ）」も御活用ください。

県政出前講座でも、学校が利用できる
講座が用意されています。

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0301/demae/theme.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0102/sdgs/saitama-sdgs.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0301/demae/theme.html
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活用した学校からの声

生徒からの感想
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「お金は夢を叶えるためのひとつの手段」という言葉が印象的だった。
４人兄弟なので他の家庭よりももっとお金がかかるので、計画的にお金を動かしていて、親は
すごいなと思った。（金融教育実施校 生徒）

投資とギャンブルは一緒だと思っていたけど、本当は違うということがわかりました。投資
は長期間でやらなきゃいけないけど、ギャンブルよりはお金が確実に増えるのかなと思いま
した。人生でこんなにお金がかかるとは思いませんでした。（金融教育実施校 生徒）

18歳と19歳というかなり若い年齢の方の相談が多いという話を聞き怖く感じた。私も同じ年
齢で危ないことに関係する可能性もあるのでそういうことが起きないように気を付けて過ごし
たい。（消費者教育実施校 生徒）

18歳から自分で契約することができたり、商品を買ったら解約することができないと聞い
たので、間違った物を買ったりしないようによく商品を見たり、解約できるお店に行きたい。
紙などに契約をしていなくても口約束だけで契約が成立してしまうので、簡単なうまい話は
ないと自分自身で理解するようにしたい。 （消費者教育実施校 生徒）

教員からの感想

・オンラインでの実施だったが、教室にアシスタントを配置し、各教室から発表させることで生
徒が積極的に参加できた。
・生徒自身に人生設計させる中で、お金がどれだけ必要か考えさせる指導は重要なことであ
ると感じた。クレジットの取り扱い、マルチ商法など、今後生徒が引っ掛かりそうな内容も取
り上げていただきたい。
・事前打合せに丁寧に応じていただき、本校の実情に合わせて教材を作成していただいた。
次年度以降も活用したいと考えている。
・生徒の様子として、事後指導を含めた公共の授業の中で、金融リテラシーを身に付けてい
る生徒が多く見られた。

金融教育
実施校

・担当者の方からの講義は、生徒にとって大変興味深い内容でどの生徒もメモを取りなが
ら聞くことができた。
・本校の生徒の実態等に合わせ、内容を精選し講義いただけたので大変分かりやすかった。
・4月から社会人になることを意識している生徒達には、銀行の役割や口座開設なども合
わせて説明していただけて良かった。
・悪質商法の具体的な事例を聞くことができ大変参考になった。

消費者教育
実施校

身近な漢字というものを通して、いろいろな発見をしたり、感じたりしてくれるこ
とを期待して今回の講演を依頼させていただきました。生徒の感想には、社会に出
て困らないようにするため、勉強していきたいと前向きな記述がありました。

言語力向上
実施校



（3） 大学等が提供する出前授業等

37

各大学等では、ホームページ等で、高校が学校単位で申し込む出前授業などを紹介
しています。県や県教育委員会と連携協定や覚書を締結している大学等で提供してい
る出前授業等を紹介します。学校を通して申し込むことができます。なお、最新版は各
大学等のホームページで御確認ください。

〇埼玉大学
彩の国・理工系進路選択エンカレッジプログラム

高校生向けに60以上の出前授業を準備。
主に理系の内容だが、学校側の要望によっては、キャリア教育男女共同参画や

SDGsをテーマとした授業も、理工系の授業と併せて行うことができる。
申込先：埼玉大学ダイバーシティ推進センター

〇ものつくり大学

高校生向けに50以上の出前授業を準備。ロボットや建築関係だけでなく、経営学や
ユニバーサルデザイン等、講座は多岐にわたる。探究活動の一助となる。
申込先：ものつくり大学入試課

〇女子栄養大学

栄養学や食事に関する出前授業を準備。
女子栄養大学の教員・講師の専門分野領域について、学校と相談しながら調整を行う。
申込先：女子栄養大学「香川綾記念講師派遣事業」 推進委員会事務局

高校での実施例（埼玉大学） ※埼玉大学ダイバーシティ推進センタ―活動報告書より抜粋

実施概要
6名の教員が高校を訪問し、6・7 時限目に、1 学年全
員 318 名を対象に 授業を実施。
希望の科目を 1 時限ずつ、2 つ受講した。
進路とそれに続くキャリアを考える講座が、文系・ 理系
を問わず、 生徒のために設定されており、ライフプランと
しての進路について、生徒自身が考える機会を提供。 授
業後の情報交換会も実施した。

・自分の進路をそろそろ決めなきゃいけな
いのだなと改めて実感した。
・分野や、文理にとらわれず様々な社会問
題に取り組むことが大切だと思った。
・内容は難しかったけれど、面白くて理系の
道に進みたいなと思った。
・もっと前向きに理系について考えてみた
いと思った。自分が思う理系に関する学問
と本当の理系に関する授業を受けてみて
比較できて良かった

生徒からの感想

https://park.saitama-u.ac.jp/~wise-p/
https://park.saitama-u.ac.jp/~wise-p/
https://www.iot.ac.jp/entrance/visiting_lectures/
https://instructor.eiyo.ac.jp/assets/data/leaf2024.pdf
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〇東洋大学

東洋大学のすべての学部学科の中から、希望分野に応じた教員を講師として派遣し、
実際に授業を行う。
申込先：東洋大学入試部入試課

〇日本工業大学
出前授業 高校生向けに100以上の出前授業を準備。データサイエンスやロボット、
プログラミング等、講座は多岐にわたる。毎年、多くの高校で出前授業を実施。
専門学科だけでなく普通科も利用できる授業が多数ある。
申込先：日本工業大学高大連携推進室

〇日本工業大学
研究室インターンシップ ３日間程度、研究室で研究体験を行う。
文理選択のヒントやインターンシップの体験先、大学選択の一助として活用できる。
申込先：日本工業大学高大連携推進室

高校での実施例（日本工業大学） ※出前授業リーフレットより抜粋

大学によっては、出前授業の冊子を作成し、紹介しています。
例えば、日本工業大学の場合、令和６年度は、県内外67校の高校が利用し、工業に限らず、
普通科の生徒を対象とした出前授業等も実施しています。

https://teachers.nyushi.toyo.ac.jp/lecture/
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/demae-lesson
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/demae-lesson
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/labo-internship
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/labo-internship
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埼玉県立川の博物館

館内や荒川での体験活動や学校へ出向いての出張事業を実施
かわはく体験学習・出張授業（講師派遣）

３つのプログラムを提供
３つのプログラム
「かわはく体験学習」 あらかじめ用意されたプログラムを実施。
「セミオーダープログラム」学校との打ち合わせを行って実施。
「フルオーダープログラム」学校の要望を濃く受入れ、学芸員の専門分野で授業を行う。

埼玉県立文書館（もんじょかん）

文書館職員が学校へ出向き、外部講師として授業をサポートする。
小・中・高等学校の社会科や特別活動、総合的な探究の時間などで
利用できる。

出前授業 - 埼玉県立文書館（もんじょかん）

＜活用例＞上記ホームページより抜粋
活用資料：古文書、航空写真、地図等

高等学校の授業でも出前授業を行います。古文書や絵図、近代に作成された文書、地図などの資料を
使ったり、学芸員の専門的な見地を生かした解説を聞いたりして学習を進めます。収蔵資料の中から希
望する資料を使って授業することも可能です。

埼玉県平和資料館

ピースキャラバンという「出前授業」を行っています。職員が、実物資料
や写真を持参し、社会科だけでなく、国語や総合的な探究の時間にも、
活用できます。

出前授業 | 埼玉県平和資料館

その他、県の施設はこちら

https://www.river-museum.jp/school/lecture/
https://www.river-museum.jp/school/lecture/
https://monjo.spec.ed.jp/gakkourenkei/demaejugyo
https://monjo.spec.ed.jp/gakkourenkei/demaejugyo
https://monjo.spec.ed.jp/gakkourenkei/demaejugyo
https://www.saitama-peacemuseum.com/%E5%87%BA%E5%89%8D%E6%8E%88%E6%A5%AD
https://www.saitama-peacemuseum.com/%E5%87%BA%E5%89%8D%E6%8E%88%E6%A5%AD
https://www.saitama-peacemuseum.com/%E5%87%BA%E5%89%8D%E6%8E%88%E6%A5%AD
https://www.pref.saitama.lg.jp/shisetsu/hakubutsukan/index.html#shisetsu
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国土地理院 出前講座

国土地理院では、対話を重視したコミュニケーション型行政を推進するため、
国土地理院の業務や「測量・地図」等について、知ってもらう場として「出前講座」を
開設している。

出張範囲：全国（ただし業務の都合で派遣できない場合あり） オンライン対応可能な講座もある。
講義時間と日程
講演は、原則として通常の勤務時間（平日 8時30分から17時00分）の範囲内で、質問応答を含めて
概ね２時間以内

国土地理院「出前講座」 | 国土地理院

講座例「災害に備えるための地図とその活用」「地理空間情報の活用に向けて」
「自分の位置を気軽に表示 －衛星測位による位置情報インフラ－」 等

国土交通省 出前講座

国土交通省の行っている事業や施策についてもっと知る機会を創出するため、
出前講座を行っている。
「出前講座」においては、職員が持つ知見を活かし、様々な興味・疑問・批判などに
出来る限りわかりやすく答える。

出張範囲；全国（ただし、業務の都合上などで東京近郊に限る講座もある）
国土交通省 出前講座のご案内 - 国土交通省
講座例「国の予算・国土交通省の予算 」「運輸の安全を守っていくためには？」等

産業技術総合研究所（産総研） 出張講座

産総研では、豊かな持続的発展可能な社会を実現するため、多くの
研究者たちが様々な研究に取り組んでいる。出前授業（科学講座・実験教室）
では、高校生を中心とした理系に興味を持つ方を対象に、職員が学校や各種
公共施設を訪れ、それぞれの得意分野について話す。

産総研：広報活動：出前授業「科学講座・実験教室」のご案内

講座例「火山噴火とその恵み、ときどき災い」「光触媒による環境浄化」
「科学は生活にどう役に立つのか」等

https://www.gsi.go.jp/DEMAE/demae.htm
https://www.gsi.go.jp/DEMAE/demae.htm
https://www.gsi.go.jp/DEMAE/demae.htm
https://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html
https://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html
https://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html
https://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/public/delivery_lectures/index.html
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〇JICA（独立行政法人 国際協力機構）

国際協力出前講座
講師が訪問して生の声をお届けする「対面型出前講座」と、
途上国と学校／教室／会場をオンラインでつなぐ「オンラ
イン出前講座」があります。
申込先：JICA（対面とオンラインで窓口は異なります）

テーマ ねらい・目的・講座内容（一例）

国際協力・
海外協力隊体験談

世界の課題や日本とのつながり、海外協力隊の活動を知り、自分
たちにできることを考える

異文化理解（外国の生活・文化） 開発途上国の文化や生活を知り、異文化に対する理解を深める

JICA事業・ODA
開発途上国が抱えるさまざまな課題解決に向けJICAが実施する
取り組みを知り、自分たちにできることを考える

キャリア教育
国際協力の仕事や講師自身の生き方を知り、自分の将来やキャリ
アを考える

人権と国際協力

＜貧困＞
貧困問題が起こる原因や貧困状態の結果起こる問題を知ることで、
国際協力の必要性について考える。

＜紛争・難民＞
「難民」を生み出す原因である地域紛争や政治的対立などを理解し、
解決方法（解決策）を考え、人権が尊重される社会について当事者
意識をもって表現することができる。

＜児童労働＞
児童労働が起こる原因や児童労働が与える子どもへの影響を知る
ことで、児童労働がなぜなくならないかを理解し、国際協力の必要
性について考える。

多文化共生（異文化理解）
在留外国人や日系移民、外国につながる児童生徒の現状を知り、
広い視野を持ち、異文化に対する理解を深め、共生するために相
手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現する

SDGsと国際協力
JICAの国際協力を切り口にSDGsの取り組みを知り、SDGsを通
じて自分たちにできることを考える

※オンライン出前講座で話すことのできるテーマ・講座内容（JICAホームページより抜粋）

https://www.jica.go.jp/cooperation/see/delivery/
https://www.jica.go.jp/cooperation/see/delivery/
https://www.jica.go.jp/cooperation/see/delivery/
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（１）探究型インターンシップ

このプログラムでは、短期的なインターンシップを経験することができます。インターンシップの受
入先において、設定されたテーマ（課題）をもとに、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を行う
ことを通じて、インターンシップ受入先企業等をロールモデルとして日頃の学校での学習と自己の
キャリア形成を関連付けるきっかけとなります。また、企業での経験を活かし、大学進学への目的意
識を高めることもできます。

詳細は、R7.6.6付け教高指第437号通知を御覧ください。

探究型（課題解決型）インターンシップとは？

生徒が職業体験や企業見学などを行いながら、設定された課題（テーマ）について自分なりの解決
策を考え、企業の方へ提案（発表）を行います。生徒の提案に対し、企業の方から企業の実態に応じ
たフィードバックを行っていただくことで、生徒は企業の“リアル”を実践的に学ぶことができます。

従来のインターンシップとの違い

受け入れまでのフロー
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（１）探究型インターンシップ

（令和７年度の場合）
実施期間  ７月～８月
プログラム数  29プログラム

申込の流れ

生徒

県教育委員会からの通知で、
日程やプログラムを確認

（申込後）
県の申込フォームに生徒が直接申請
申込後、事務局より、申込生徒に対し連絡

事務局（県教育委員会）

（オンラインによる事前説明）※ない場合もある

各事業社

インターンシップ実施
※１日の場合が多い。業種によっては数日。

こんな生徒におすすめ

一応、大学の進学に向けて勉強しているが、何のために大学に行くかわからない。
大学進学後を意識して、高校での勉強へのモチベーションにつなげたい。

高校にいるうちに、実際の仕事を体験して、自分自身の「強み」を見つけたい。
自分自身の視野を広げたい。

以下のホームページも御覧ください。

埼玉県教育委員会＞学校教育＞高等学校教育＞
キャリア教育＞探究型（課題解決型）インターンシップ

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/tankyu_internship.html

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/tankyu_internship.html
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（１）探究型インターンシップ  (R7プログラム)
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（１）探究型インターンシップ

実施の様子

企業の取組を体験し、社員の方々とも色々話
すことができた。企業の活動の方針や社員の
考えを学べたのは大きな収穫だった。自分の
将来を考えるきっかけになった。

予備知識が全くない状態でこのプログラムに
参加したのだが、実際に自分の目で仕事を見
たり、さまざまなことをわかりやすく教えても
らったおかげで、視野が広がり、興味を持つこ
とができた

参加する前は難しいのかな、と思っていたけれど、
学生にもわかりやすいような説明をしてもらえた
ので、とても楽しみながら学びを得ることができ
た。

体験した生徒の感想

ワールドワイドに働く為には、英語力とコミュニ
ケーション能力が必要だと感じた。
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（2）大学が提供する研究プログラム

このプログラムでは、半年以上かけて、大学の研究室等での指導の下、研究を進めていきます。
生徒自身で申請し、大学で選考が行われます。選考に通ると、高校に在籍しながら大学レベルの専門
的な研究を進めることができます。人数制限もあるので、各ホームページを確認してください。

○対象
高校１、２年生
○概要
理数分野において優れた基礎学力
と、強い好奇心・向上心を持つ生徒
の皆さんを「知と技、そして国際性」
を併せ持つ理工系人材に育成する
ことを目的とした埼玉大学特別プ
ログラム

埼玉大学 HiGEPS –STAR ベーシックコー
ス（理数プログラム）

申込締切 令和７年7月１1日（金）

○対象
高校１、２年生
○概要
グローバルな視点に立って、未来社
会をデザインできる3段階のプログラ
ムです。第二段階ではSTEAM型ワー
クショップ等を通して研究計画を練り、
選考されれば第三段階で、東京大学
の研究室にて自ら研究活動を行います。

東京大学 U-TokyoGSC-Next
「成長コース」（第二段階）

申込締切 令和７年５月１6日（金）

○対象
15歳から１８歳
○概要
医学を中心に関連領域について基
礎から最先端に至るまで講義・実習・
グループワーク等を行い、国際的な活
躍を視野に英語による講義討論や科
学分野での国際交流を予定

慶應義塾大学 「医学・医療への一歩 努力は天
命さえも変える」

申込締切 令和７年７月３１日（木）

埼玉県理数教育のページ

理数や探究に係るイベント等を、随時
県教育委員会で紹介しています。

こんな生徒におすすめ

大学の研究室で、専門的な研究に挑戦してみたい。大学の教授や大学院生からも
指導してもらって、自分自身を高めたい。

理系の科目に興味がある。自分の高校だけでなく、他県の高校生と一緒に研究を
進めて、自分自身の幅を広げていきたい。
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〇最新の情報は以下のページも参照してください
※埼玉県理数教育のページ
理数や探究に係るイベント等を県教委で紹介しています。

（３）大学が提供する研究室見学やインターンシップ

〇埼玉大学
彩の国・理工系進路選択エンカレッジプログラム

高校生が参加できる研究室見学やインターンシップを企画。

申込先：埼玉大学ダイバーシティ推進センター

〇城西大学
長期休業中に、１日完結型や３日間連続の研究室インターンシップを実施
（テーマ例：創薬開発システム、結晶構造解析、香り成分の抽出等）
申込先：城西大学

各大学では、大学のホームページ等で、高校生が直接申し込むことのできるプログ
ラムを提供しています。県や県教委と連携協定を締結している大学で提供しているプ
ログラムを紹介します。なお、最新版は各大学のホームページで御確認ください。

〇日本工業大学 （P.35にも掲載しています）

研究室インターンシップ ３日間程度、研究室で研究体験を行う。
文理選択のヒントやインターンシップの体験先、大学選択の一助として活用できる。
申込先：日本工業大学高大連携推進室

https://park.saitama-u.ac.jp/~wise-p/
https://www.josai.ac.jp/science/chemistry_dep/labinternship/
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/labo-internship
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文部科学省では、児童生徒を対象とした探究に係るコンテストの一覧を提供してい
ます。学校における探究活動の充実や、生徒の皆さんへの情報提供に活用してくださ
い。

※文部科学省 総合的な学習（探究）の時間
児童生徒を対象とした「探究」に係るコンテストについて

紹介されている全国規模のコンテストの例
（埼玉県の高校が出場実績のあるコンテストの一部）

コンテスト名 掲載ホームページ

SDGs QUEST みらい甲子園 https://sdgs.ac/

STEAM JAPAN AWARD https://steam-
japan.com/award/

Q-1～U-18が未来を変える
★研究発表SHOW～

https://www.asahi.co.jp/q-1/

高校生ビジネスプラン・グランプリ https://www.jfc.go.jp/n/grand
prix/index.html

SDGｓ探究AWARDS https://sdgs-
awards.umedai.jp/

筑波大学「科学の芽」賞 https://www.tsukuba.ac.jp/co
mmunity/students-
kagakunome/

国際科学技術コンテスト
（物理・化学・生物・地学・数学・情報・地
理） ※県内高校多数出場

https://www.jst.go.jp/cpse/co
ntest/student/index_contest.h
tml

令和７年度 埼玉県教育委員会主催 発表会等 実施

行事名 予定期日

科学の甲子園埼玉県大会（実技）
※筆記競技は各校で実施

令和７年１１月 ８日（土）

探究活動生徒発表会 令和７年１２月２５日（木）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://sdgs.ac/
https://steam-japan.com/award/
https://steam-japan.com/award/
https://steam-japan.com/award/
https://www.asahi.co.jp/q-1/
https://www.asahi.co.jp/q-1/
https://www.asahi.co.jp/q-1/
https://www.jfc.go.jp/n/grandprix/index.html
https://www.jfc.go.jp/n/grandprix/index.html
https://sdgs-awards.umedai.jp/
https://sdgs-awards.umedai.jp/
https://sdgs-awards.umedai.jp/
https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/
https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/
https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/
https://www.tsukuba.ac.jp/community/students-kagakunome/
https://www.jst.go.jp/cpse/contest/student/index_contest.html
https://www.jst.go.jp/cpse/contest/student/index_contest.html
https://www.jst.go.jp/cpse/contest/student/index_contest.html


４ 高校生が参加できるコンテスト等
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（参考）令和7年度探究活動生徒発表会の様子

発表されたテーマ（一部）

日時  令和7年１２月２5日
会場   日本薬科大学
発表校数  6５校
発表者 ５２７名
発表数  ２１７件

（理数分野）
「荒川水系における外来エビと在来エビの分布と準絶滅危惧種ヌカエビの保全」
「モリブデンブルー法における新規なリン酸濃度定量法の開発」
「倍振動による定常波の生成と「定常波もどき」の発生」
「カイを見ていくカイ？～淡水産巻貝は頑張ってふんばる～」など

（工業・DX分野）
「３Dプリンタを利用したデバイス開発」
「自動追尾カメラの製作」
「紙飛行機の重心位置が飛行性能に与える影響」等

（人文科学・社会科学等）
「伊能忠敬の測量方法で地図を作れるのか」
「あなたの経験や思いを未来へ『はじめのいっぽ～ウィング～』」
「現役高校生×地域の方々のお祭り～高校生の活気で地域の魅力を発信～」
「子どもと地域をつなぐにっこにこ食堂の取組」 など

・初めて参加したが、色々な高校の考えや探究活動を知ることができて学びを得られた
今後のポスター作りや発表の仕方の参考にして、後輩や様々な人に自分たちの活動を伝え
ていきたい

発表した生徒の感想

見学者の感想

・高校生の発表については熱意が伝わってくるものばかりで、研究者としても刺激になった
（大学教職員）

・どの発表も、生徒の皆さんが生き生きと発表していて、本当に楽しませていただいた。開会
から閉会まで参加したが、説明を聞きたい研究が多すぎて、時間が足りないと感じた（高校
生保護者）

令和7年度のパンフレット

・様々な地域、テーマを対象に研究を行う他団体の発表を聞いて、情報収集の方法や研究の
進度など、自分たちの研究に足りない点がよく分かった。とても実りのある時間になったと
感じた。



５ 大学等との連携協定

埼玉県教育委員会では、大学等と教育に関
する連携協定を締結しています。ここでは高
校教育指導課が窓口となっている協定を紹
介します。
学校でも積極的に御活用ください。

〇埼玉大学
https://www.saitama-u.ac.

jp/
（１）包括連携協定
（２）理数教育における指導助言等

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

（1）連携内容 （2）実践例

〇女子栄養大学
https://www.eiyo.ac.jp/daigaku/
socialcontributions/partnership.
html
（１）包括連携協定
（２）産業教育フェアでの協力等

〇東京学芸大学
https://www.u-

gakugei.ac.jp/07kenkyu/
（１）先導的教育プログラム研究開発における連携協力
（２）教員養成プログラム、学校組織マネジメントの開発
等

〇東京大学
  生産技術研究所
https://www.iis.u-
tokyo.ac.jp/ja/students/
（１）理数教育、探究活動に関する連携協定
（２）探究活動に関する指導・助言等

〇日本薬科大学

https://www.nichiyaku.ac.jp
/for-teachers/
（１）包括連携協定
（２）薬物乱用防止講演、理数教育における指導助言等

〇ものつくり大学
https://www.iot.ac.jp/research/
investigation/introduction/
（１）包括連携協定
（２）研究室における研究体験や生徒の職業観育成や

キャリア形成の支援等

〇城西大学

https://www.josai.ac.jp/
（１）包括連携協定
（２）理数系研究室におけるインターンシップや授業等

に関する指導助言等

〇東洋大学
https://www.toyo.ac.jp/
（１）包括連携協定
（２）大学教授等による教職員を対象とする研修会等の実施や

教育一般やSTEAM 教育、教科等に関する各種学校へ
の講演や出張授業

〇日本工業大学
https://www.nit.ac.jp/campus/
efforts/demae
（１）包括連携協定
（２）大学教授等による教職員を対象とする研修会等の実施や

教育一般や出張授業等
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https://www.u-gakugei.ac.jp/07kenkyu/
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https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/students/
https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/students/
https://www.josai.ac.jp/
https://www.toyo.ac.jp/
https://www.nit.ac.jp/campus/efforts/demae


埼玉県教育委員会では、大学等と教育に関
する連携協定を締結しています。ここでは高
校教育指導課が窓口となっている協定を紹
介します。
学校でも積極的に御活用ください。 埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

〇経済６団体
一般社団法人埼玉県商工会議所連合会 埼玉県商工会連合会 埼玉県中小企業団体中央会
一般社団法人埼玉県経営者協会 埼玉経済同友会 埼玉中小企業家同友会

（１）未来を担う子供たちの教育に関する包括連携協定
（２）生徒の職業観育成やキャリア形成の支援等

〇(株)FM NACK5・アクサ生命保険(株)

（１）金融経済教育の充実に関する連携協定
（２）金融経済教育に関する発信

出前授業、研究発表会の実施

〇埼玉新聞事業社

（１）研究者情報データベースに関する包括連携協定
（２）探究活動やキャリア活動に関するデータ連携

〇埼玉県雇用対策協議会

（１）埼玉県雇用対策協議会の会員企業によるインターンシップ受け入れ
（２）DXを活用した就職に関する情報提供体制の構築

埼玉新聞事業社HP

埼玉県雇用対策協議会HP
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５ 大学等との連携協定



トップページ

埼玉県内の大学に所属する研究者（教授等）の
新着情報を見ることができます。

SAITAMAのロゴに合わせて、様々な情報を得ることができます

「学際的」というのは、学習内容が複数の教科・領域にまたがるという意味であり、「学際的な学び」とは、1つのテーマ
について複数の教科を関連させながら深く学ぶということです。
このサイトでは、学際的に学ぶ力を養うために埼玉県の頭文字に沿った様々な教育情報コンテンツを用意しています。

６ 補足
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「Speciality 研究者・大学」では埼玉県内の大学に所属する研究者（教授等）の情報を学問分野ごとに検索
できます。
大学での学びにおいて、研究内容の理解や研究者（教授等）との相性の良さは必要不可欠です。

気になる学問分野をチェックし、進路検討に役立てましょう。埼玉県内の大学に所属する研究者（教授等）
の情報を学問分野ごとに検索できます。
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発行
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課

更新日
令和７年１2月 （※ 随時更新します）

最新版はQRコード先もしくは以下のホームページを御覧ください。
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/win-win/ekkyou-top.html

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」
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